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Ⅰ　

展
示
の
趣
旨
と
内
容

　

二
〇
一
〇
年
度
春
季
展
は
、
浅
沼
稲
次
郎
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
〇
年
。
一
九
二
三
年
政
治
経
済
学
部
卒
）
の
生
涯
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画

展
を
開
催
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
浅
沼
稲
次
郎
は
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月
、
公
衆
の
面
前
で
右
翼
の
一
青
年
に
刺
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
一
部
始
終
は
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
全
国
に
放
映
さ
れ
、
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
は
国
論
を
二
分
し
た
、
安
保
改
定
反
対

闘
争
が
終
焉
し
て
い
く
な
か
で
の
事
件
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
五
〇
年
、「
解
放
」
の
た
め
に
人
生
を
か
け
た
浅
沼
の
生
涯
を
た
ど
る
な
か

で
、
私
た
ち
の
「
戦
後
」
の
歩
み
を
い
ま
一
度
検
証
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
、
本
展
示
を
企
画
し
た
趣
旨
で
あ
る
。

　

展
示
資
料
に
関
し
て
は
、
衆
議
院
憲
政
記
念
館
と
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
の
協
力
を
得
た
。
ま
ず
前
者
か
ら
は
、
浅
沼
が
襲
わ

れ
た
時
に
身
に
つ
け
て
い
た
着
衣
や
愛
用
の
遺
品
な
ど
を
、
後
者
か
ら
は
戦
前
以
来
の
日
誌
や
講
演
草
稿
な
ど
を
借
用
し
、
展
示
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
春
季
企
画
展

　
　
　
　
「
│
没
後
50
年
│
浅
沼
稲
次
郎
と
そ
の
時
代
」

望

月

雅

士
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来
観
者
は
、
二
一
日
間
の
会
期
中
一
七
五
〇
名
を
数
え
た
。
ま
た
本
企
画
展
に
つ
い
て
は
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一

日
付
で
報
道
さ
れ
た
。

　

以
下
の
展
示
目
録
中
﹇
展
示
資
料
﹈
は
、
出
陳
資
料
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
目
録
に
収
録
し
た
写
真
は
割
愛
し
た
。

Ⅱ　

展
示
目
録

　

二
〇
一
〇
年
度
春
季
企
画
展　

│
没
後
50
年
│
浅
沼
稲
次
郎
と
そ
の
時
代

　
　

は
じ
め
に

　

聴
衆
の
面
前
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
、
政
治
家
浅
沼
稲
次
郎
が
逝
っ
て
今
年
で
半
世
紀
と
な
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
新
た
な
時
代
潮

流
の
中
、
早
稲
田
で
社
会
主
義
思
想
に
目
覚
め
た
浅
沼
は
、
以
来
四
〇
年
、
そ
の
持
て
る
時
間
の
す
べ
て
を
貧
し
き
人
び
と
の
解
放
の
た

め
に
捧
げ
た
。
度
重
な
る
検
挙
で
、
死
を
覚
悟
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
政
治
に
よ
っ
て
蓄
財
す
る
な
ど
全
く
無
縁
で
、
亡
く
な
る
そ
の
日

ま
で
、
東
京
下
町
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
つ
づ
け
た
。
政
治
家
に
な
る
た
め
に
早
稲
田
に
入
り
、
ま
さ
に
「
早
稲
田
精
神
」
を
体
現
し
た
一

生
だ
っ
た
。
よ
り
よ
き
社
会
を
目
指
し
て
、
生
涯
を
賭
し
た
浅
沼
の
た
た
か
い
の
日
々
は
、
現
代
の
私
た
ち
に
何
を
物
語
る
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
展
示
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
貴
重
な
資
料
の
出
陳
を
快
く
ご
承
諾
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
の
ご
厚
情
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

二
〇
一
〇
年
三
月 

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　
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一　

一
九
六
〇
年
一
〇
月
一
二
日　

日
比
谷
公
会
堂

「
諸
君
、
議
会
政
治
で
重
大
な
こ
と
は
警
職
法
、
新
安
保
条
約
の
重
大
な
案
件
が
選
挙
の
さ
い
に
は
国
民
に
信
を
問
わ
な
い
、
そ

の
と
き
に
は
な
に
も
主
張
し
な
い
で
、
一
た
び
選
挙
で
多
数
を
と
っ
た
ら
、
政
権
に
つ
い
た
ら
、
選
挙
の
と
き
公
約
し
な
い
こ
と

を
平
気
で
多
数
の
力
で
押
し
つ
け
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。（
拍
手
・
場
内
騒
然
・
中
断
）
選
挙
の
さ
い
は
国
民
に
評
判
の
悪
い
政
策
は
全
部
捨
て
て
お
い
て
、
選
挙
で
多
数
を
占
む
る
と

│
│
│
」（
浅
沼
稲
次
郎
演
説　
『
驀
進　

人
間
機
関
車
ヌ
マ
さ
ん
の
記
録
』）

　

一
九
六
〇
年
一
〇
月
一
二
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
三
党
首
に
よ
る
立
会
演
説
会
が
開
催
さ
れ
た
。
衆
議
院
解
散
の
た
め
の
臨
時
国
会
が

一
七
日
に
召
集
さ
れ
る
の
を
前
に
、「
総
選
挙
に
の
ぞ
む
わ
が
党
の
態
度
」
を
共
通
演
題
に
し
た
演
説
会
だ
っ
た
。
民
主
社
会
党
の
西
尾

末
弘
委
員
長
に
続
き
、
日
本
社
会
党
の
浅
沼
稲
次
郎
委
員
長
が
登
壇
し
た
。
議
会
政
治
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
政
府
批
判
を
展
開
し
て
い

る
最
中
、
元
大
日
本
愛
国
党
員
山
口
二
矢
（
一
七
歳
）
が
壇
上
に
駆
け
上
が
り
、
短
刀
で
浅
沼
の
腹
部
を
刺
し
た
。
浅
沼
は
す
ぐ
に
病
院

に
運
ば
れ
た
が
、
死
亡
し
た
。

　

六
日
後
の
一
八
日
、
国
会
で
は
池
田
勇
人
首
相
が
追
悼
演
説
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
池
田
は
、
ひ
と
つ
の
歌
を
紹
介
し
た
。

「
沼
は
演
説
百
姓
よ　

汚
れ
た
服
に
ボ
ロ
鞄　

今
日
は
本
所
の
公
会
堂　

明
日
は
京
都
の
辻
の
寺
」

　

早
稲
田
時
代
か
ら
の
同
志
で
、
早
世
し
た
田
所
輝
明
が
若
き
日
の
浅
沼
を
詠
ん
だ
歌
だ
っ
た
。「
演
説
百
姓
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
六
〇

年
を
一
途
に
生
き
た
浅
沼
の
人
生
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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﹇
展
示
資
料
﹈

○
遭
難
時
着
用
の
洋
服
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
革
靴

　
　
　

衆
議
院 

憲
政
記
念
館
所
蔵

二　

早
稲
田
で
の
日
々

「
雄
弁
会
幹
事
浅
沼
君
又
『
断
末
魔
の
苦
し
み
に
も
が
く
軍
閥
が
吾
が
早
大
に
も
其
の
勢
力
維
持
の
為
め
に
侵
入
し
て
来
た
』
と

述
べ
、
且
つ
吾
国
の
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
の
侵
略
的
罪
悪
史
を
詳
説
し
、
軍
閥
を
散
々
攻
撃
し
て
後
、
宣
言
並
に
左
記
の
決
議
文
を
朗

読
し
た
。

決
議
文　

吾
等
は
軍
国
主
義
に
反
対
し
、
早
稲
田
大
学
を
し
て
軍
閥
宣
伝
の
具
た
ら
し
む
る
こ
と
に
反
対
す
。」（『
早
稲
田
大
学

新
聞
』
一
四
号　

一
九
二
三
年
五
月
一
六
日
号
）

　

一
八
九
八
年
一
二
月
二
七
日
、
浅
沼
稲
次
郎
は
東
京
府
三
宅
島
三
宅
村
に
生
ま
れ
た
。
小
学
生
の
時
に
東
京
へ
出
て
、
一
九
一
一
年
府

立
第
三
中
学
校
（
現
都
立
両
国
高
校
）
に
入
学
、
卒
業
後
の
夢
は
、
早
稲
田
に
入
っ
て
政
治
家
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。
一
九
一
八
年
、
念
願

の
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
に
編
入
学
し
た
浅
沼
だ
が
、
父
か
ら
入
学
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
仕
事
で
生
計
を
た
て
な
が
ら
学
生
生
活

を
送
っ
た
。

　

浅
沼
は
雄
弁
会
や
相
撲
部
、
ボ
ー
ト
部
に
所
属
す
る
一
方
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
潮
流
の
中
、
一
九
一
九
年
、
東
京
帝
国
大
学
の

新
人
会
に
対
抗
し
て
結
成
さ
れ
た
民
人
同
盟
会
に
参
加
し
、
そ
の
後
、
北
沢
新
次
郎
早
大
教
授
の
指
導
の
下
、
建
設
者
同
盟
の
創
立
に
関
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わ
っ
た
。「
最
も
合
理
的
な
る
新
社
会
」、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
社
会
の
建
設
が
そ
の
目
標
で
あ
っ
た
。
演
説
会
や
講
演
会
の
開
催
を
は
じ

め
、
労
働
争
議
や
農
民
運
動
の
応
援
に
と
、
同
盟
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
と
も
に
浅
沼
は
活
発
に
行
動
し
た
。
実
践
こ
そ
が
、
そ
の
身
上
だ
っ

た
。

　

そ
う
し
た
日
々
の
中
、
一
九
二
三
年
四
月
早
大
で
軍
事
研
究
団
結
成
の
動
き
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
五
月
一
二
日
、
浅
沼
ら
雄
弁
部
員

は
結
成
に
反
対
す
る
学
生
大
会
を
開
催
し
た
も
の
の
、
軍
事
研
究
団
応
援
団
ら
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
乱
闘
と
な
っ
た
。
暴
行
を
受
け
た
浅

沼
ら
は
、
以
後
こ
の
日
を
「
流
血
の
金
曜
日
」
と
名
づ
け
た
。

﹇
展
示
資
料
﹈

○
赤
松
克
麿
「
備
忘
録
」

　
　
　

一
九
一
九
年
一
二
月　

図
書
館
所
蔵

一
九
一
八
年
一
二
月
、
第
一
次
大
戦
後
の
「
人
類
解
放
の
新
機
運
」
を
反
映
し
て
、
赤
松
克
麿
ら
を
中
心
に
東
京
帝
国
大
学
に
新
人
会

が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
備
忘
録
は
、
翌
一
九
年
一
二
月
、
赤
松
が
日
立
争
議
で
逮
捕
さ
れ
た
麻
生
久
や
棚
橋
小
虎
ら
に
接
見
し
た
時
の

記
録
。

○
『
前
衛
』
一
巻
二
号

　
　
　

一
九
二
二
年
二
月
号　

図
書
館
所
蔵

早
大
時
代
の
浅
沼
は
、中
学
時
代
の
友
人
と
共
同
で
日
本
橋
区
馬
喰
町
に
、万
年
筆
製
造
販
売
業
館
沼
商
会
を
経
営
し
て
い
た
。『
前
衛
』

に
載
っ
た
広
告
に
は
、「
解
剖
剔
抉
糾
弾
破
邪
の
筆
劔
！
無
産
階
級
的
万
年
筆
の
出
現
！
ゴ
ル
フ
万
年
筆　

論
戦
の
前
に
そ
の
武
装
を
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点
検
せ
よ
！
」
と
あ
る
。

○
『
建
設
者
』
二
巻
二
号

　
　
　

一
九
二
三
年
四
月
号　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

「
大
正
七
年
に
帝
大
に
新
人
会
が
出
来
た
時
、
学
問
の
独
立
、
研
究
の
自
由
を
目
標
と
す
る
早
稲
田
大
学
に
、
社
会
主
義
団
体
の
な
い

の
は
遺
憾
だ
と
思
っ
て
僕
等
は
…
民
人
同
盟
会
を
組
織
し
た
」（
浅
沼
稲
次
郎
「
和
田
兄
」）。
建
設
者
同
盟
は
北
沢
新
次
郎
の
指
導
の
下
、

浅
沼
の
他
、
三
宅
正
一
、
中
村
高
一
、
稲
村
隆
一
、
平
野
力
三
、
田
所
輝
明
ら
が
創
立
に
関
わ
り
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
機
関
誌
『
建

設
者
』
を
発
刊
し
た
。

○
早
稲
田
大
学
学
生
軍
事
研
究
団
『
我
等
も
国
防
へ
』

　
　
　

一
九
二
四
年　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

一
九
二
三
年
四
月
の
研
究
団
設
立
趣
旨
に
は
、「
今
日
の
学
生
の
あ
る
も
の
は
学
事
の
美
名
の
陰
に
漫
然
時
間
を
空
費
し
、
甚
し
き
に

至
っ
て
は
肉
体
的
享
楽
に
捉
は
れ
…
之
等
を
深
く
顧
た
な
ら
ば
、
学
習
の
余
暇
を
利
用
し
て
規
律
あ
る
厳
正
な
る
訓
練
を
味
ひ
、
一
般

常
識
と
し
て
国
防
の
何
た
る
か
を
了
知
す
る
此
企
図
の
意
義
は
多
言
を
要
し
な
い
」
と
あ
る
。

○
「
権
力
に
抗
し
て
（
私
の
早
大
時
代
）」

　
　
　
『
早
稲
田
学
報
』
一
九
五
六
年
四
月
号
（
新
入
学
生
記
念
号
）　

図
書
館
所
蔵
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三　

無
産
者
の
解
放
を
目
ざ
し
て

「
昨
年
の
市
会
選
挙
で
同
志
に
を
さ
れ
て
深
川
か
ら
立
ち
ま
し
た
が
、
大
衆
諸
君
の
火
の
如
き
支
持
に
も
拘
ら
ず
不
徳
の
致
す

処
、
惜
敗
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
失
敗
は
成
功
の
前
提
で
あ
る
。
私
は
本
所
と
深
川
を
戦
場
と
き
め
、
墓
場
と
き
め
、
ア
パ
ー
ト

の
一
室
を
ね
ぐ
ら
に
し
て
深
川
本
所
の
大
衆
と
共
に
、
失
業
、
ガ
ス
、
家
賃
の
運
動
を
組
織
し
て
参
り
ま
し
た
。
私
は
足
尾
の
労

働
争
議
で
一
度
入
獄
致
し
ま
し
た
。
私
は
無
産
大
衆
の
た
め
な
ら
ば
、
入
獄
も
死
も
い
と
い
ま
せ
ん
。」（
浅
沼
稲
次
郎
「
総
選
挙
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
一
九
三
〇
年　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）

　

早
大
卒
業
後
の
浅
沼
の
進
路
は
、
無
産
者
の
解
放
を
め
ざ
す
社
会
運
動
家
へ
の
道
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
命
が
け
の
た
た
か
い

の
日
々
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
デ
モ
が
あ
る
と
真
っ
先
に
飛
び
出
し
、
検
束
さ
れ
た
。
演
説
を
や
っ
て
も
、「
注
意
、
中
止
、
検
束
」

の
連
続
だ
っ
た
。
関
東
大
震
災
時
に
は
不
穏
な
「
主
義
者
」
と
し
て
陸
軍
に
連
行
さ
れ
、
市
ヶ
谷
監
獄
で
暴
行
を
受
け
た
。
一
九
二
五
年

一
二
月
日
本
最
初
の
無
産
政
党
、
農
民
労
働
党
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
書
記
長
に
就
任
す
る
が
、
わ
ず
か
三
時
間
で
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。「
無

産
大
衆
の
た
め
な
ら
ば
、
入
獄
も
死
も
い
と
い
ま
せ
ん
」
と
は
、
浅
沼
の
偽
ら
ざ
る
真
情
だ
っ
た
。
若
き
浅
沼
は
貧
し
き
人
び
と
の
先
頭

に
立
っ
て
、
社
会
主
義
へ
の
道
を
驀
進
し
て
い
っ
た
。

　

一
九
三
二
年
、
離
合
集
散
を
繰
り
返
し
て
き
た
無
産
諸
党
が
合
同
し
、
社
会
大
衆
党
が
結
成
さ
れ
た
。
幾
度
か
の
落
選
を
経
て
、
三
三

年
東
京
市
会
議
員
、
三
六
年
に
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
浅
沼
は
、
敬
愛
す
る
麻
生
久
書
記
長
の
下
で
組
織
部
長
な
ど
の
要
職
に
就
い
た
。

だ
が
政
友
・
民
政
両
党
が
政
権
か
ら
遠
ざ
か
る
中
、
麻
生
が
率
い
る
社
大
党
は
党
勢
拡
大
と
政
権
獲
得
の
機
会
を
ね
ら
い
、
政
治
的
勢
力

の
拡
張
を
は
か
る
軍
部
へ
接
近
し
て
い
っ
た
。
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
そ
の
傾
向
は
よ
り
強
ま
り
、
四
〇
年
近
衛
新
体
制
が
表
明
さ
れ
る
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と
、
社
大
党
は
率
先
し
て
解
党
す
る
に
至
っ
た
。

﹇
展
示
資
料
﹈

○
論
文
「
驀
進
す
る
労
働
農
民
党
」（『
社
会
問
題
研
究
』
九
）

　
　
　

一
九
二
六
年　

図
書
館
所
蔵

一
九
二
六
年
三
月
、
杉
山
元
治
郎
を
委
員
長
と
す
る
労
働
農
民
党
が
結
成
さ
れ
た
が
、
左
派
の
加
入
を
め
ぐ
り
分
裂
。「
私
は
労
働
農

民
党
解
体
後
日
本
労
農
党
に
参
加
し
、
以
来
日
労
系
主
流
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
に
従
い
、
日
本
大
衆
党
、
全
国
労
農
大
衆
党
、
社
会
大

衆
党
と
、
戦
争
中
政
党
解
消
が
な
さ
れ
る
ま
で
数
々
の
政
党
を
巡
礼
し
た
」（『
私
の
履
歴
書
』
二
、
一
九
五
七
年
）。

○
論
文
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
雄
弁
術
」（『
社
会
科
学
講
座
』
九
）

　
　
　

一
九
三
一
年　

図
書
館
所
蔵

「
雄
弁
の
生
命
は
、
真
実
で
あ
る
。
…
真
実
を
語
り
、
自
か
ら
正
し
け
れ
ば
千
万
人
と
雖
も
吾
れ
行
か
ん
と
の
信
念
が
あ
っ
て
こ
そ
聴

集
を
感
動
せ
し
め
、
火
の
如
き
雄
弁
が
生
れ
る
の
で
あ
る
」。

○
「
一
九
三
一
年
闘
争
記
録
」

　
　
　

一
九
三
一
年　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

「
△
反
動
的
議
会
を
即
時
解
散
し
ろ
！
△
軍
事
予
算
絶
対
反
対
！
△
反
動
的
労
働
組
合
法
小
作
法
を
粉
砕
し
ろ
！
△
浜
口
内
閣
打

倒
！
」。
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○
「
雑
録
」

　
　
　

一
九
三
八
年　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

「
支
那
事
変
意
義　

一
日
支
提
携　

蔣
政
権
の
打
倒　

東
洋
平
和
の
確
立　

二
亜
西
亜
民
族
の
解
放　

亜
西
亜
人
の
亜
西
亜　

三
世
界

新
秩
序
の
再
建
…
」。

○
『
国
家
総
動
員
と
労
働
統
制
』

　
　
　

一
九
三
九
年　

図
書
館
所
蔵

総
動
員
審
議
会
委
員
で
あ
っ
た
浅
沼
と
社
会
大
衆
党
労
働
部
長
喜
入
虎
太
郎
と
の
共
著
。

○
大
日
本
帝
国
外
国
旅
券

　
　
　

一
九
三
九
年　

衆
議
院 

憲
政
記
念
館
所
蔵

一
九
三
九
年
夏
、
第
三
五
回
列
国
議
会
同
盟
会
議
参
列
の
た
め
、
浅
沼
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ
旅
立
っ
た
。

○
「
第
七
四
議
会
関
係
メ
モ　

欧
米
旅
行
日
誌
」

　
　
　

一
九
三
九
年　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

一
九
三
九
年
九
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
中
の
浅
沼
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
に
直
面
し
た
。
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○
「
総
選
挙
演
説
草
稿
」

　
　
　

一
九
四
二
年
四
月　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
五
ヵ
月
、
一
九
四
二
年
四
月
の
翼
賛
選
挙
で
は
、
浅
沼
は
当
初
予
定
し
て
い
た
立
候
補
を
断
念
し
た
。
こ
の
選

挙
の
演
説
用
に
準
備
し
て
い
た
草
稿
に
は
、「
戦
争
と
は
国
家
と
民
族
の
躍
進
の
姿
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。

四　

革
新
の
旗
手

「
わ
が
日
本
の
本
土
と
沖
縄
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
れ
が
し
だ
い
に
大
小
の
核
兵
器
で

か
た
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
中
両
国
民
は
こ
の
点
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
核
非
武
装
を
か
ち
と
り

外
国
の
軍
事
基
地
の
撤
廃
を
た
た
か
い
と
る
と
い
う
共
通
の
重
大
な
課
題
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
台
湾
は
中
国
の
一

部
で
あ
り
、
沖
縄
は
日
本
の
一
部
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
本
土
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
つ
い
て
お
た
が
い
は
共
同
の
敵
と
み
な
し
て
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。」（
日
本
社
会
党
第
二
次
訪
中
使
節
団
団
長
浅
沼
稲
次
郎
講
演　

一
九
五
九
年
三
月
一
二
日　

於
政
治
協
商
会
議
講
堂

『
月
刊　

社
会
党
』
二
四
号　

一
九
五
九
年
五
、
六
月
号
）

　

敗
戦
を
焼
け
残
っ
た
東
京
深
川
の
ア
パ
ー
ト
で
迎
え
た
浅
沼
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
、
日
比
谷
公
会
堂
で
の
日
本
社
会
党
結
成
大
会

に
臨
み
、
新
た
な
時
代
へ
向
け
出
発
し
た
。
翌
四
六
年
四
月
の
総
選
挙
で
当
選
し
、
以
後
亡
く
な
る
ま
で
の
一
四
年
の
間
、
議
席
を
守
り

通
し
た
。
五
一
年
社
会
党
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
、
日
米
安
全
保
障
両
条
約
批
准
を
め
ぐ
っ
て
左
右
両
派
に
分
裂
、
浅
沼
は
右
派
社
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会
党
に
属
し
、
書
記
長
と
し
て
大
衆
の
要
請
に
応
え
る
実
践
者
た
る
べ
く
政
治
活
動
に
明
け
暮
れ
た
。

　

吉
田
茂
内
閣
に
よ
る
「
逆
コ
ー
ス
」
の
政
策
は
左
右
両
派
社
会
党
を
提
携
へ
と
導
き
、
一
九
五
五
年
一
〇
月
両
派
社
会
党
は
統
一
を
果

た
し
、
鈴
木
茂
三
郎
委
員
長
の
下
、
浅
沼
は
書
記
長
に
就
任
し
た
。
翌
月
に
は
保
守
合
同
に
よ
り
自
由
民
主
党
が
結
成
さ
れ
、
憲
法
改
正

を
党
是
に
掲
げ
た
。
そ
し
て
五
七
年
二
月
、
首
相
と
な
っ
た
岸
信
介
は
「
日
米
新
時
代
」
を
唱
え
て
日
米
関
係
の
対
等
化
を
目
指
し
、
安

保
条
約
の
改
定
を
推
進
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
抗
し
、
五
九
年
三
月
代
表
団
を
率
い
て
国
交
の
な
い
中
華
人
民
共
和
国
を
訪
問
し
た

浅
沼
は
、
北
京
で
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
日
中
両
国
人
民
共
同
の
敵
」
と
演
説
し
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

﹇
展
示
資
料
﹈

○
片
山
哲
草
稿
「
全
党
員
に
告
ぐ
」

　
　
　

一
九
四
七
年
六
月　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

一
九
四
七
年
六
月
、
社
会
党
委
員
長
片
山
哲
を
首
班
と
す
る
内
閣
が
誕
生
し
た
。
片
山
は
「
全
党
員
に
告
ぐ
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。「
今
や
わ
れ
わ
れ
は
政
権
を
掌
握
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
誘
悪
の
魔
手
は
わ
れ
わ
れ
の
身
辺
を
囲
繞
し
、
跳
躍
の
機
会
を
ね
ら
っ

て
居
り
ま
す
」。

○
論
説
「
ア
メ
リ
カ
の
国
会
」

　
　
　
『
早
稲
田
学
報
』
一
九
五
〇
年
四
月
号　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

「
ア
メ
リ
カ
議
会
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
、
そ
れ
が
完
全
な
立
法
府
と
な
っ
て
立
法
に
関
す
る
イ
ニ
シ
ァ
を
握
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

…
（
わ
が
国
で
は
）
国
会
で
政
府
を
糾
弾
し
弾
劾
す
る
こ
と
が
う
ま
い
も
の
が
よ
り
よ
き
政
治
家
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
唯
一
の
立
法
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府
と
な
っ
た
国
会
は
真
に
法
律
を
つ
く
る
場
所
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」。

○
草
稿
「
憲
法
ヨ
ー
ゴ
、
国
会
自
主
権
の
確
立
、
吉
田
内
閣
打
倒
、
国
会
解
散
要
求
の
為
に
」

　
　
　

一
九
五
〇
年　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

一
九
五
〇
年
一
一
月
、
国
会
開
会
の
冒
頭
、
吉
田
茂
内
閣
が
電
力
再
編
成
問
題
を
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
で
一
挙
に
解
決
し
た
た
め
、
野
党
は

議
会
政
治
の
無
視
と
し
て
反
発
し
た
。

○
座
談
会
「
大
先
輩
縦
横
に
語
る
」

　
　
　
『
早
稲
田
学
報
』
一
九
五
一
年
一
月
号　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

「
新
し
い
時
代
に
処
す
べ
き
早
稲
田
精
神
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
そ
の
こ
ろ
の
在
野
精
神
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

で
は
解
決
で
き
な
い
。『
在
野
』
を
超
越
し
た
も
っ
と
深
い
も
の
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」。

○
草
稿
「
日
本
の
独
立
と
平
和
と
党
の
統
一
保
持
の
為
に
同
志
諸
君
に
訴
ふ
」

　
　
　

一
九
五
一
年
一
〇
月　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

　

浅
沼
は
、
講
和
賛
成
・
安
保
反
対
の
立
場
だ
っ
た
。
国
民
の
願
い
は
占
領
政
治
か
ら
の
脱
却
だ
が
、
安
保
条
約
は
再
軍
備
に
つ
な
が
る

と
い
う
の
が
浅
沼
の
考
え
だ
っ
た
。
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○
「
遊
説
報
告
」

　
　
　

一
九
五
二
年
一
〜
三
月　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

右
派
社
会
党
書
記
長
と
し
て
の
浅
沼
は
、
大
会
出
席
や
遊
説
の
た
め
に
全
国
各
地
を
飛
び
ま
わ
っ
た
。

○
浅
沼
稲
次
郎
書
翰　

統
一
問
題
研
究
委
員
会
宛

　
　
　

一
九
五
三
年
九
月　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

網
走
市
を
遊
説
中
の
浅
沼
は
、
左
派
社
会
党
網
走
支
部
よ
り
両
派
統
一
の
要
望
を
受
け
た
。

○
「
北
京
で
の
講
演
草
稿
」

　
　
　

一
九
五
九
年
三
月　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

○
党
員
証

　
　
　

衆
議
院 

憲
政
記
念
館
所
蔵

○
討
論
資
料
ノ
ー
ト

　
　
　

衆
議
院 

憲
政
記
念
館
所
蔵



163

五　

委
員
長
就
任
と
そ
の
最
期

「
日
米
安
保
条
約
改
定
の
本
質
は
、
第
一
に
、
破
滅
的
戦
争
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
内
包
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

い
っ
た
ん
国
際
的
紛
争
が
惹
起
し
た
場
合
に
、
在
日
米
軍
お
よ
び
自
衛
隊
の
共
同
行
動
に
よ
る
『
出
動
』
を
予
定
す
る
と
い
う
、

危
険
き
わ
ま
る
協
定
を
日
本
政
府
み
ず
か
ら
取
り
む
す
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
最
高
責
任
者

岸
信
介
首
相
は
、
か
っ
て
そ
の
口
で
『
鬼
畜
米
英
』
を
さ
け
び
、
幾
百
万
の
壮
丁
を
戦
場
に
駈
り
た
て
た
張
本
人
に
ほ
か
な
ら
な

い
。」（
浅
沼
稲
次
郎
「
統
一
を
か
た
め
、
た
た
か
う
党
を
建
設
し
よ
う
」『
月
刊
社
会
党
』
三
六
号
、
一
九
六
〇
年
五
月
号
）

　

一
九
六
〇
年
一
月
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
防
衛
義
務
を
明
確
に
し
た
日
米
新
安
保
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
改
定
は
国
民
の
中
に
、
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
の
不
安
を
広
げ
た
。
三
月
、
西
尾
派
の
脱
党
に
伴
う
党
の
再
建
を
担
い
、
浅
沼
は
日
本
社
会
党
中
央
執
行
委
員
長

に
就
任
し
た
。
早
稲
田
で
社
会
運
動
を
始
め
て
か
ら
、
四
〇
年
が
経
っ
て
い
た
。
新
委
員
長
と
し
て
安
保
改
定
を
阻
止
す
る
た
め
、
浅
沼

は
大
衆
闘
争
の
先
頭
に
立
っ
た
。

　

安
保
改
定
阻
止
を
求
め
る
世
論
は
、
警
官
隊
を
導
入
し
た
衆
議
院
で
の
条
約
批
准
の
強
行
採
決
（
五
月
二
〇
日
）
を
機
に
高
ま
り
、
ス

ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
、
集
会
が
各
地
で
さ
か
ん
と
な
っ
た
。
六
月
一
五
日
に
は
全
学
連
の
デ
モ
隊
が
国
会
へ
突
入
し
、
警
官
隊
と
の
衝
突
で

死
者
が
出
る
に
至
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
来
日
も
中
止
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
反
対
闘
争
の
昂
揚
も
、
新
安
保
条
約
の
自
然
承
認

と
批
准
書
の
発
効
に
伴
う
岸
内
閣
の
退
陣
声
明
を
機
に
、
急
速
に
沈
静
し
て
い
っ
た
。

　

七
月
池
田
勇
人
内
閣
が
誕
生
し
た
。
池
田
は
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
、
所
得
倍
増
を
中
心
と
す
る
新
た
な
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

時
代
の
主
潮
は
す
で
に
、
政
治
か
ら
経
済
へ
と
移
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
浅
沼
は
日
米
安
保
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
れ
が
日
本
の
外
交
政
策
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を
間
違
っ
た
方
向
へ
導
く
も
の
に
な
る
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
争
へ
の
道
を
二
度
と
歩
ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
自

ら
の
来
し
方
を
省
み
て
の
浅
沼
の
固
い
信
念
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
〇
月
一
二
日
、
浅
沼
が
語
る
こ
と
の
な
か
っ
た
演
説
は
、
次
の

言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

「
総
選
挙
終
了
後
、
日
本
の
当
面
す
る
最
大
の
問
題
は
、
第
一
は
中
国
と
の
国
交
回
復
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
に
は
憲
法
を
擁
護
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
…
」。

﹇
展
示
資
料
﹈

○
「
日
本
社
会
党
中
央
執
行
委
員
長
に
就
任
し
て
」

　
　
　
『
早
稲
田
学
報
』
一
九
六
〇
年
六
月
号　

図
書
館
所
蔵

「
早
稲
田
大
学
そ
れ
は
在
野
精
神
で
か
た
ま
る
。
然
し
時
に
は
指
導
的
立
場
に
立
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
政
界
に
早

稲
田
時
代
の
来
る
の
を
の
ぞ
む
。
そ
れ
は
革
新
政
党
・
日
本
社
会
党
を
中
心
と
し
て
」。

○
衆
議
院
手
帳

　
　
　

一
九
六
〇
年　

衆
議
院 

憲
政
記
念
館
所
蔵

臨
時
党
大
会
で
中
央
執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
浅
沼
は
、
東
奔
西
走
の
日
々
を
送
っ
た
。

○
「
会
議
記
録
」

　
　
　

一
九
六
〇
年
六
〜
七
月　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
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○
衆
議
院
議
員
記
章

　
　
　

衆
議
院 

憲
政
記
念
館
所
蔵

○
愛
用
の
万
年
筆

　
　
　

衆
議
院 
憲
政
記
念
館
所
蔵

○
演
説
草
稿

　
　
　

一
九
六
〇
年
一
〇
月　

衆
議
院 

憲
政
記
念
館
所
蔵


